
1

タ

イ

ト

ル:

『

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

４

９

牛

タ

ン

』

第

一

幕:

奇

抜

な

新

商

品

、

誕

生

！

場

所:

東

京

都

内

の

商

店

街

に

あ

る

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

の

店

内

。

時

間:

午

前

10

時

、

開

店

準

備

中

。

(

店

内

に

は

た

い

焼

き

の

甘

い

香

り

が

漂

い

、
店

主

の

ト

ム

が

生

地

を

こ

ね

な

が

ら

歌

っ

て

い

る

。)

ト

ム:
(

ノ

リ

ノ

リ

で)♪

フ

ァ

ニ

ー

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

～

、

ど

こ

よ

り

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

～

！

(

振

り

向

い

て)

魚

住

、

今

日

は

特

別

な

た

い

焼

き

を

作

る

ぞ

！

魚

住:
(

た

め

息)

ま

さ

か…

ま

た

変

な

や

つ

で

す

か

？



2

ト

ム:

そ

の

通

り

！

今

日

の

主

役

は…

ジ

ャ

ジ

ャ

ー

ン

！
牛

タ

ン

だ

！
！(

ド

ン

と

テ

ー

ブ

ル

に

牛

タ

ン

の

塊

を

置

く)

魚

住:
(

絶

句)
…

え

、

牛

タ

ン

！

？

た

い

焼

き

に

！

？

ト

ム:

そ

う

さ

！

見

ろ

、

こ

の

輝

く

よ

う

な

肉

の

質

感

を

！

ピ

ン

ク

色

の

断

面

、

ま

る

で

宝

石

の

よ

う

だ

ろ

う

！

？

魚

住:
(

引

き

気

味)

い

や

、

牛

タ

ン

っ

て

そ

ん

な

見

方

す

る

も

ん

で

し

た

っ

け…

？

ト

ム:

い

い

か

魚

住

、

日

本

人

は

牛

タ

ン

が

大

好

き

だ

ろ

う

？

し

か

も

、

仙

台

の

厚

切

り

牛

タ

ン

を

特

製

の

醤

油

ダ

レ

に

漬

け

込

ん

で…

ふ

ふ

、

じ

っ

く

り

炭

火

で

炙

っ

て

か

ら

、

生

地

で

包

む

ん

だ

！

魚

住:
(

頭

を

抱

え

る)

絶

対…

絶

対…

売

れ

ま

せ

ん

よ

、

そ

れ

。
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ト

ム:
(

ニ

ヤ

リ)

ま

あ

ま

あ

、

ま

ず

は

試

し

て

み

る

ん

だ

！

ほ

ら

、

試

食

第

一

号

！

(

ト

ム

、
焼

き

た

て

の

牛

タ

ン

た

い

焼

き

を

差

し

出

す

。

生

地

は

黄

金

色

に

焼

き

上

が

り

、

は

じ

け

る

よ

う

な

香

ば

し

さ

が

漂

う

。

魚

住

、

恐

る

恐

る

か

じ

る

。)

魚

住:
(

モ

グ

モ

グ)

ん

っ…
！

(
目

を

見

開

く)

え

、

何

こ

れ…

！

？

(

中

か

ら

じ

ゅ

わ

っ

と

肉

汁

が

あ

ふ

れ

出

す

。
牛

タ

ン

の

プ

リ

プ

リ

し

た

弾

力

、

噛

め

ば

噛

む

ほ

ど

広

が

る

旨

味

が

、

生

地

の

ふ

わ

っ

と

し

た

甘

み

と

絡

み

合

い

、

絶

妙

な

バ

ラ

ン

ス

を

生

み

出

し

て

い

る

。)

魚

住:
(

驚

愕)

え

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

。

こ

れ

、

め

ち

ゃ

く

ち

ゃ

美

味

し

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

？
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ト

ム:
(

ド

ヤ

顔)

だ

ろ

！

？

甘

じ

ょ

っ

ぱ

い

生

地

と

、

香

ば

し

く

焼

か

れ

た

牛

タ

ン

の

ジ

ュ

ー

シ

ー

さ

！

そ

し

て

、

秘

伝

の

タ

レ

が

絡

む

こ

と

で

、

口

の

中

が

天

国

に

な

る

！

魚

住:
(

夢

中

で

食

べ

続

け

る)

こ

れ

、

ダ

メ

で

す…

私

、

止

ま

ら

な

く

な

り

ま

す…

！

ト

ム:
(

ニ

ヤ

リ)

よ

し

、

販

売

開

始

だ

！

第

二

幕:

お

客

さ

ん

た

ち

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

(

店

の

開

店

時

間

。
最

初

の

お

客

さ

ん

が

入

っ

て

く

る

。)

常

連

客

・
田

中(50

代

男

性):

「

お

、
今

日

は

何

の

変

な

た

い

焼

き

が

あ

る

ん

だ

？

」

ト

ム:

「

ハ

ロ

ー

田

中

サ

ン

！

今

日

は

『

牛

タ

ン

た

い

焼

き

』

だ

！

」
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田

中:
(

目

を

丸

く

す

る)

「

ぎ

ゅ

、
牛

タ

ン

！
？

お

前

正

気

か

？

」

魚

住:
(

心

の

中)
(

私

も

最

初

は

そ

う

思

い

ま

し

た…
)

田

中:
(

興

味

津

々

で)
「…

ま

ぁ

、

お

前

の

作

る

も

の

は

意

外

と

う

ま

い

か

ら

な

。

一

つ

も

ら

う

か

。

」

(

田

中

、
た

い

焼

き

を

受

け

取

り

一

口

か

じ

る

。)

田

中:
(

モ

グ

モ

グ)…

「

お

ぉ…

！
？

」(

目

を

見

開

き

、

一

瞬

止

ま

る)

(

牛

タ

ン

の

弾

力

と

生

地

の

柔

ら

か

さ

が

絶

妙

に

合

わ

さ

り

、

口

の

中

で

旨

味

が

爆

発

す

る

。

じ

ゅ

わ

っ

と

あ

ふ

れ

る

肉

汁

と

、

生

地

に

染

み

込

ん

だ

甘

じ

ょ

っ

ぱ

い

タ

レ

の

香

ば

し

さ

。)

田

中:

「…
…

こ

、

こ

れ

は…

！

」(

感

動

し

た

顔)
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ト

ム:

「

ね

？

フ

ァ

ニ

ー

だ

ろ

う

！

」

田

中:

「

フ

ァ

ニ

ー

ど

こ

ろ

じ

ゃ

ね

ぇ

！

う

、

う

ま

い

ぞ

、

こ

れ

！

甘

い

生

地

と

牛

タ

ン

の

旨

味…

こ

ん

な

組

み

合

わ

せ

、

誰

が

思

い

つ

く

ん

だ

よ

！

」

(

後

ろ

に

並

ん

で

い

た

客

た

ち

が

ざ

わ

つ

く)

若

い

女

性

客:

「

え

、
そ

ん

な

に

美

味

し

い

の

？

私

も

一

つ

く

だ

さ

い

！

」

(

彼

女

も

か

じ

る

と

、
驚

い

た

顔

に

な

り

、
手

を

口

元

に

当

て

る)

若

い

女

性

客:

「

う

そ…

！

も

ち

も

ち

の

生

地

の

中

か

ら

ジ

ュ

ワ

ッ

と

溢

れ

る

肉

の

旨

味…

！

口

の

中

で

牛

タ

ン

と

甘

じ

ょ

っ

ぱ

い

タ

レ

が

絡

み

合

っ

て…

こ

れ

、

想

像

以

上

に

美

味

し

い…

！

」

中

学

生:

「

う

わ

っ

、

変

な

の

！

で

も

め

っ

ち

ゃ

う

ま

い

！

」
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(

一

口

食

べ

た

途

端

、
目

を

丸

く

し

、
次

の

瞬

間

夢

中

で

食

べ

進

め

る)
中

学

生:
「

や

べ

ぇ…

こ

ん

な

の

食

っ

た

こ

と

な

い

！

甘

い

の

か

し

ょ

っ

ぱ

い

の

か

、

ど

っ

ち

な

ん

だ

！

？

で

も

最

高

！

！

」

サ

ラ

リ

ー

マ

ン:

「

昼

飯

に

ピ

ッ

タ

リ

か

も

し

れ

な

い…

！

」

(

彼

も

ま

た

、
一

口

食

べ

る

と

、
目

を

閉

じ

て

味

わ

い

、

頷

く)

サ

ラ

リ

ー

マ

ン:

「…
…

く

っ…

！
こ

の

バ

ラ

ン

ス…

！

た

い

焼

き

は

デ

ザ

ー

ト

っ

て

思

っ

て

た

け

ど

、

こ

れ

は

メ

イ

ン

デ

ィ

ッ

シ

ュ

だ…

！

」

(

次

々

と

や

っ

て

く

る

客

た

ち

が

驚

き

、

感

動

し

、

歓

声

を

上

げ

る

。

店

内

は

活

気

に

溢

れ

、

た

い

焼

き

が

飛

ぶ

よ

う

に

売

れ

て

い

く

。)

(

評

判

が

良

く

、
ど

ん

ど

ん

売

れ

て

い

く

牛

タ

ン

た

い

焼

き

。)
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魚

住:

「

え

、

え

ぇ

！

？

な

ん

で

！

？

み

ん

な

意

外

と

受

け

入

れ

て

る

！

？

ま

さ

か

の

大

行

列

！

？

」

ト

ム:
(

満

足

げ

に

腕

を

組

み)

「

フ

フ

フ…

フ

ァ

ニ

ー

な

ア

イ

デ

ア

は

、

時

に

人

々

の

常

識

を

変

え

る

の

さ

！

」

(

店

の

前

に

は

ど

ん

ど

ん

人

が

集

ま

り

、
長

蛇

の

列

が

で

き

る…

！)

第

三

幕:

バ

ズ

る

牛

タ

ン

た

い

焼

き

！

(

翌

日

、S
N
S

で

牛

タ

ン

た

い

焼

き

が

話

題

に

な

り

、

店

の

前

に

は

開

店

前

か

ら

長

蛇

の

列

が

で

き

て

い

る

。)

魚

住:

「

え

っ

！

？

え

え

え

え

え

！

？

な

ん

で

す

か

こ

の

行

列

！

！

」

ト

ム:

「

フ

フ

フ

、

つ

い

に

時

代

が

オ

レ

に

追

い

つ

い

た

な

！

」
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(

行

列

の

中

で

は

、
ス

マ

ホ

を

持

っ

た

若

者

た

ち

が

興

奮

気

味

に

話

し

て

い

る

。)
大

学

生

A
:

「

昨

日

の

動

画

見

た

！

？

あ

の

牛

タ

ン

た

い

焼

き

、

ヤ

バ

す

ぎ

る

っ

て

！

」

大

学

生

B
:

「

バ

ズ

り

す

ぎ

で

し

ょ

！T
ikT

ok

で

100

万

回

再

生

超

え

て

た

！

」

イ

ン

フ

ル

エ

ン

サ

ー:

「

み

ん

な

～

！

今

日

は

話

題

の

牛

タ

ン

た

い

焼

き

を

レ

ビ

ュ

ー

し

に

来

ま

し

た

～

！

」(

カ

メ

ラ

を

構

え

な

が

ら

実

況)

(

ト

ム

が

誇

ら

し

げ

に

焼

き

場

に

立

ち

、
次

々

と

牛

タ

ン

た

い

焼

き

を

作

る

。

生

地

が

鉄

板

の

上

で

ジ

ュ

ワ

ッ

と

焼

け

る

音

、

香

ば

し

い

香

り

が

店

内

に

広

が

る

。)

(

カ

メ

ラ

を

回

し

な

が

ら

、
一

口

か

じ

る

イ

ン

フ

ル

エ

ン

サ

ー)

イ

ン

フ

ル

エ

ン

サ

ー:
(

一

瞬

沈

黙)…

「

！
！
！
」
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(

目

を

大

き

く

見

開

き

、
震

え

る

手

で

た

い

焼

き

を

見

つ

め

る)
イ

ン

フ

ル

エ

ン

サ

ー:

「

え

っ

、

な

に

こ

れ

、

や

ば

い

。

生

地

の

甘

み

と

牛

タ

ン

の

ジ

ュ

ー

シ

ー

さ

が…

っ

！

こ

れ

、

異

次

元

！

」

(

コ

メ

ン

ト

欄

が

大

盛

り

上

が

り)

視

聴

者

コ

メ

ン

ト:

「

え

、

ガ

チ

う

ま

そ

う

」

「

こ

ん

な

の

食

べ

た

こ

と

な

い

！

！

」

「

仙

台

に

匹

敵

す

る

牛

タ

ン

っ

て

マ

ジ

？

」

「

日

本

行

っ

た

ら

絶

対

食

べ

る

！

」

(

店

内

は

次

々

と

来

店

す

る

お

客

で

大

混

雑

！)

魚

住:

「

す

、

す

ご

い…

！

た

い

焼

き

の

概

念

が

変

わ

っ

て

る…

！

」
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ト

ム:

「

そ

う

さ

、

フ

ー

ド

革

命

だ

！

！

」

(
そ

こ

へ

突

然

、

巨

大

な

観

光

バ

ス

が

到

着

！)

観

光

ガ

イ

ド:

「

皆

さ

ん

、

こ

れ

が

今

話

題

の

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

で

す

！

本

日

は

特

別

ツ

ア

ー

で

100

名

様

ご

案

内

し

ま

す

！

」

魚

住:

「

ひ

ゃ

、100

人

！

？

」

(

バ

ス

か

ら

続

々

と

外

国

人

観

光

客

や

フ

ー

ド

ブ

ロ

ガ

ー

が

降

り

て

く

る

。)

フ

ー

ド

ブ

ロ

ガ

ー:

「O
h
m
y
god

！
こ

の

牛

タ

ン

た

い

焼

き

を

食

べ

に

日

本

に

来

た

よ

！

」

(

食

べ

た

途

端

、
感

激

の

あ

ま

り

涙

を

流

す

人

も

現

れ

、

行

列

が

さ

ら

に

伸

び

て

い

く

。)

第

四

幕:

世

界

を

巻

き

込

む

牛

タ

ン

た

い

焼

き

フ

ィ

ー

バ

ー

！



12

(

テ

レ

ビ

放

送

後

、
全

国

区

の

話

題

に

な

り

、
つ

い

に

は

海

外

メ

デ

ィ

ア

ま

で

取

材

に

や

っ

て

く

る

。)

C
N
N

記

者:
「T

his
is

a
T
aiyaki

R
evolution!

(

こ

れ

は

た

い

焼

き

革

命

だ

！)

」

B
B
C

レ

ポ

ー

タ

ー:

「

日

本

の

ス

ト

リ

ー

ト

フ

ー

ド

が

次

の

ト

レ

ン

ド

を

生

み

出

し

た

！

」

(

店

の

前

は

世

界

各

国

か

ら

の

観

光

客

で

埋

め

尽

く

さ

れ

、

ニ

ュ

ー

ス

ヘ

リ

ま

で

飛

び

始

め

る

。)

魚

住:

「

ヘ

リ

ま

で

！

？

こ

れ

も

う

お

か

し

い

で

す

よ

！

」

ト

ム:

「

フ

ハ

ハ

ハ

！

フ

ァ

ニ

ー

は

国

境

を

超

え

る

ん

だ

！

！

」

(

世

界

中

の

飲

食

チ

ェ

ー

ン

が
『

牛

タ

ン

た

い

焼

き

』

に

目

を

つ

け

、

フ

ラ

ン

チ

ャ

イ

ズ

展

開

の
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オ

フ

ァ

ー

が

殺

到

。

つ

い

に

牛

タ

ン

た

い

焼

き

が

海

外

進

出

へ

！)

(

ア

メ

リ

カ

・
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

で

『T
aiyaki

T
om

’s

』
オ

ー

プ

ン

初

日

、
数

千

人

の

行

列

が

で

き

る

！)

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

市

民:

「T
his

is
IN

S
A
N
E
!
(

こ

れ

は

ヤ

バ

す

ぎ

る

！)

」

(

ス

タ

ジ

ア

ム

の

電

光

掲

示

板

に

も
『

牛

タ

ン

た

い

焼

き

』

の

広

告

が

流

れ

、

ス

ー

パ

ー

ボ

ウ

ル

の

ハ

ー

フ

タ

イ

ム

シ

ョ

ー

に

ま

で

登

場

！)

ス

ー

パ

ー

ボ

ウ

ル

司

会

者:

「L
adies

and

gentlem
en,

introducing
…

the
one

and
only,

T
A
IY

A
K
I
T
O
M
!

」

(

ト

ム

が

巨

大

た

い

焼

き

を

持

っ

て

登

場

し

、
満

員

の

観

客

が

大

歓

声

を

上

げ

る

！)

魚

住:

「

も

う

何

が

な

ん

だ

か…

！

！

！

」
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(

全

世

界

を

巻

き

込

む

た

い

焼

き

フ

ィ

ー

バ

ー

、

果

た

し

て

ど

こ

ま

で

続

く

の

か…

！

？)
第

五

幕:

た

い

焼

き

宇

宙

へ

！

(

牛

タ

ン

た

い

焼

き

が

世

界

中

で

大

流

行

し

、
つ

い

に

N
A
S
A

が

興

味

を

示

す

。)

N
A
S
A

広

報:

「

人

類

が

宇

宙

へ

持

っ

て

い

く

べ

き

究

極

の

食

べ

物

、

そ

れ

は…
牛

タ

ン

た

い

焼

き

だ

！

」

魚

住:

「

い

や

、
何

言

っ

て

る

ん

で

す

か

！
？

」

(

ト

ム

は

宇

宙

服

を

着

せ

ら

れ

、N
A
S
A

の

施

設

に

招

待

さ

れ

る

。)

N
A
S
A

科

学

者:

「

こ

れ

を

IS
S

（

国

際

宇

宙

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

）

で

提

供

す

れ

ば

、

宇

宙

飛

行

士

の

士

気

が

爆

上

が

り

し

ま

す

！

」

(

つ

い

に

、
宇

宙

へ

向

け

て

牛

タ

ン

た

い

焼

き

が

発

射

さ

れ

る

！)
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(

国

際

宇

宙

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

の

宇

宙

飛

行

士

た

ち

が

、

無

重

力

空

間

で

牛

タ

ン

た

い

焼

き

を

キ

ャ

ッ

チ

し

て

食

べ

る

。)

宇

宙

飛

行

士

A
:

「…

（

無

言

で

一

口

）

」

宇

宙

飛

行

士

B
:

「…
（

震

え

る

手

で

も

う

一

口

）

」

(

次

の

瞬

間

、
宇

宙

船

の

中

に

オ

ー

ロ

ラ

の

よ

う

な

光

が

広

が

る

！)

宇

宙

飛

行

士

A
:

「

う

、

う

ま…

！

」

宇

宙

飛

行

士

B
:

「

こ

れ

は…

宇

宙

の

味

だ…

！
」

(

そ

の

瞬

間

、IS
S

の

通

信

が

世

界

中

に

流

れ

て

し

ま

い

、

地

球

上

の

全

人

類

が

宇

宙

飛

行

士

た

ち

の

歓

喜

の

叫

び

を

聞

く

こ

と

に

な

る

。)

地

球

の

視

聴

者:

「N
A
S
A

公

認

の

た

い

焼

き

と

か

ヤ

バ

い

！

」
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「

宇

宙

食

に

採

用

さ

れ

た

っ

て

マ

ジ

？

」

「

こ

れ

も

う

地

球

代

表

の

食

べ

物

で

し

ょ

」

(

さ

ら

に

は

、
た

い

焼

き

ト

ム

の

人

気

が

宇

宙

人

に

ま

で

届

い

て

し

ま

う

。)

(

突

如

、U
F
O

が

東

京

上

空

に

現

れ

、
金

色

の

た

い

焼

き

を

掲

げ

た

異

星

人

が

降

り

立

つ

。)

宇

宙

人:

「

ワ

レ

ワ

レ

ハ

、
ウ

シ

タ

ン

・
タ

イ

ヤ

キ

ヲ

、

コ

ノ

セ

イ

カ

イ

デ

サ

イ

コ

ウ

ノ

グ

ル

メ

ト

ミ

ト

メ

タ

。

」

(

ト

ム

が

満

面

の

笑

み

で

宇

宙

人

に

た

い

焼

き

を

手

渡

す

。)

ト

ム:

「W
elcom

e
to

the
T
aiyaki

R
evolution

！

」

(

宇

宙

人

が

た

い

焼

き

を

か

じ

り

、
目

を

輝

か

せ

る

。)
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宇

宙

人:

「

コ

レ

ハ…

ワ

レ

ワ

レ

ノ

ホ

シ

デ

モ

ツ

ク

ラ

ネ

バ…

！

」

(

宇

宙

人

た

ち

は

歓

喜

の

あ

ま

り

、
ト

ム

を

自

分

た

ち

の

星

に

招

待

し

よ

う

と

す

る

が…
)

魚

住:

「

ダ

メ

で

す

！

ト

ム

さ

ん

、

地

球

に

残

っ

て

く

だ

さ

い

！

！

」

(

最

後

は

、
地

球

規

模

の

た

い

焼

き

ブ

ー

ム

が

宇

宙

に

ま

で

拡

大

し

、

銀

河

の

果

て

ま

で

牛

タ

ン

た

い

焼

き

の

噂

が

広

が

る

シ

ー

ン

で

締

め

く

く

ら

れ

る

。)

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン:

「

こ

う

し

て

、

牛

タ

ン

た

い

焼

き

は

宇

宙

を

超

え

、

銀

河

の

味

と

な

っ

た

の

で

あ

っ

た…

！

」

(

画

面

フ

ェ

ー

ド

ア

ウ

ト

、

エ

ン

ド

ロ

ー

ル

へ…
)
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第

一

幕

（1
5

分

）



ト

ム

が

新

作
「

牛

タ

ン

た

い

焼

き

」
を

発

明



魚

住

が

困

惑

し

な

が

ら

も

協

力



試

作

シ

ー

ン

、
ト

ム

の

こ

だ

わ

り

が

語

ら

れ

る

第

二

幕

（2
0

分

）



お

客

さ

ん

た

ち

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

を

細

か

く

描

写



味

や

食

感

の

説

明

、
特

に

飯

テ

ロ

的

な

表

現

を

強

調



最

初

は

戸

惑

い

な

が

ら

も

、
ハ

マ

る

人

が

続

出

第

三

幕

（2
0

分

）


S
N
S

で

バ

ズ

り

、

行

列

が

で

き

る



イ

ン

フ

ル

エ

ン

サ

ー

が

訪

れ

て

爆

発

的

に

話

題

に
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観

光

バ

ス

が

到

着

、
外

国

人

観

光

客

ま

で

押

し

寄

せ

る



店

内

の

大

混

雑

と

ト

ム

の

ハ

イ

テ

ン

シ

ョ

ン

対

応

第

四

幕

（1
5

分

）



世

界

中

で
「

牛

タ

ン

た

い

焼

き

」
フ

ィ

ー

バ

ー



メ

デ

ィ

ア

が

取

材

、
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

で

店

舗

オ

ー

プ

ン



ス

ー

パ

ー

ボ

ウ

ル

の

ハ

ー

フ

タ

イ

ム

シ

ョ

ー

に

登

場

第

五

幕

（1
5

分

）


N
A
S
A

が

宇

宙

食

に

採

用

し

、

宇

宙

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

へ



宇

宙

飛

行

士

が

感

動

、
地

球

へ

生

中

継

さ

れ

る



宇

宙

人

が

現

れ

、
た

い

焼

き

外

交

が

始

ま

る
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ト

ム

、

つ

い

に

銀

河

の

英

雄

に

！

？
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